
 
 

         

十

一
月
十
六
日

（
金
）

に
宇

城

地

区
中

学

校

音

楽

会

が

宇

土

市

民

会

館

に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

三
角

中

学

校

か

ら

は

吹

奏

楽

部

と

三
年

生

の
合

唱

で

の

二
団
体

が

出

場

し
ま
し
た
。
三
年
生

の
合

唱

で
は

文

化

祭

で
も

披

露

し
た

「
大
切
な
も

の
」

「
友
」
の
二
曲
を
歌

い
上

げ
ま
し
た
。 

こ
の
日
に
向
け
、
三
年

生

は

文

化

祭

後

も

朝

の

始

業

前

や

昼

休

み
な

ど

時

間

を

惜

し
ま

ず

自

主

的

に
練
習
を
続
け
、
最
高

の
も

の

に
仕

上
げ

よ

う

と
頑
張

っ
て
き
ま
し
た
。

そ

う

い

っ
た

日

々
を

重

ね
、
本
番

で
も

み
ん
な

で

気

持

ち

を

一
つ
に

し

て

歌

い
上
げ

る

こ
と
が

で

き
、
さ
ら
に
学
級

の
絆
が

深
ま

っ
た
と
思

い
ま
す
。

宇
城
地
区
中
学
校
音
楽
会 

２年生は 12 月 16 日(日)～18 日 (火)の３日間で関西方

面に修学旅行に行きます。修学旅行の醍醐味は、何とい

っても日頃教科書の写真や映像でしか目にすることしか

できない歴史的な建造物や文化などを「生の実物」とし

て体感できることだと思います。また、旅行を通じ、集

団で行動する際のマナーやエチケットなど普段と違う環

境での「我慢する心」も大切になってくるでしょう。今

後、２年生は旅行に向けての様々な事前学習を重ねてい

きます。特に、2 日目の「京都市内班別行動」の計画を練

る場面では苦労することも多いでしょう。家庭でも話題

にされ良きアドバイスなどいただきますと子どもたちも

助かると思います。２年生にとって貴重な経験となる、

思い出多い修学旅行になるといいですね。 

           

 

 

《
各
種
コ
ン
ク
ー
ル
等
》 

▽
野
球
部 

松
橋
招
待
大
会 

準
優
勝 

 
 

 
 

宇
城
市
軟
式
野
球
連
盟
会
長
杯 

優
勝 

▽
バ

ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー

ル
部 

城
南
地
区
大
会
３
位 

▽
柔
道
部 

平
原 

萌
楓 

 

山
鹿
温
泉
祭
協
賛
体
重
別
大
会 

準
優
勝 

上
村
春
樹
旗
小
川
大
会 

３
位 

▽
陸
上
部 

熊
本
市
中
長
距
離
選
手
権
大
会 

１
位 

寺
島
琉
華 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

▽
く
ま
も
と
子
ど
も
美
術
展 

県
特
選 

嶋

田
理
咲

・
中
山
明
理

・
三
角
啓
彰 

▽
宇
城
絵
画
展 

 

特
選 

山
下
美
月

・
志
村
翔
太

・
池

田 

築 

植
野
健
太

・
三
角
啓
彰

・
木
本
愛
羅 

 

入
選 

平
田
愛
夢

・
荒
木

円
花

・
梅

田
耕
汰 

前
川
麗
音

・
前
川
優
花

・
木
島
倭
生 

冨
田
桜
未

・
植

里
千
尋

・
松
浦
洸
也 

志
村
大
樹

・
山
本
永
遠 

 
 

 

≪ 1２ 月 の 主 な 行 事 予 定 ≫  

３ 日 (月 )地 域 ふ れ あ い 挨 拶 運 動  

   ふ る さ と 講 話  

３ 日 (月 )～ 12 日 (火 ) 

三 者 面 談 (３ 年 生 ) 

４ 日 (火 )～ ５ 日 (水 ) 

県 学 力 調 査 (１ ､２ 年 生 ) 

13 日 (木 )生 徒 会 役 員 新 旧 交 代 式  

16 日 (日 )～ 18 日 (火 ) 

     修 学 旅 行 (２ 年 生 ) 

19 日 (水 )2 年 生 振 替 休 業 日  

21 日 (金 )後 期 前 半 終 了 式  

・ 全 校 集 会  

26 日 (水 )生 徒 会 リ ー ダ ー 研 修  

※ 後 期 後 半 ： 1 月 ７ 日 (月 )よ り  

 

十

一
月
六

日

（
火
）
に
生
徒
会
改
選

役
員
演
説
会

・
選
挙
を
行

い
ま

し
た
。

選
挙

の
結
果
は
次

の
通
り

で
し
た
。 

【
会 

長
】 

 

二
年 

金
子
悠
斗
く
ん 

【
副
会
長
】 

 

二
年 

平
原
萌
楓
さ
ん 

 

一
年 

河
瀬
大
陸
く
ん 

【
書 

記
】 

 

二
年 

福
嶋
愛
実
さ
ん 

一
年 

梅
田
耕
太
く
ん 

 

現

三
年

生
が

三
角

中

学

校

を

盛

り

上
げ
、
引

っ
張

っ
て
く
れ
ま

し
た
。
今

後
、
新
生
徒
会
が
中
心
と
な

っ
て
活
躍

し

て
く

れ

る

こ
と
を

大

い
に
期

待

し

て
い
ま
す
。 

校訓 

自
律 

英
知 

鍛
錬 

宇 城 市 立 三 角 中 学 校  

学 校 新 聞   
平 成 30 年 11 月 30 日  

編 集 代 表  

校 長  大 槻  晋  

校 訓 

い
つ
ま
で
も
暖
か
か
っ
た
今

年
の
秋
で
し
た
が
、
少
し
ず
つ

寒
さ
を
感
じ
る
日
が
多
く
な

っ
て
き
ま
し
た
。
本
格
的
な
冬

の
訪
れ
ま
で
あ
と
わ
ず
か
と
思

わ
れ
ま
す
。
寒
さ
に
慣
れ
て
い

な
い
こ
の
時
期
は
体
調
を
崩

し
や
す
く
な
り
ま
す
。
登
下
校

時
の
防
寒
対
策
や
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
予
防
の
た
め
の
こ
ま
め
な

手
洗
い
・
う
が
い
な
ど
を
心
が

け
て
く
だ
さ
い
。 

さ
て
、
十
二
月
三
日

（
月
）

か
ら
三
年
生
は
三
者
面
談
が

始
ま
り
ま
す
。
本
格
的
な
受

験
期
が
い
よ
い
よ
始
ま
り
ま
し

た
。
こ
の
面
談
で
最
終
的
に
受

験
校
を
決
定
し
ま
す
。
こ
の
決

定
を
受
け
て
中
学
校
で
も
各

高
校
の
入
学
願
書
を
準
備
し

ま
す
。 

年
が
明
け
る
と
ま
ず
、
一
月

下
旬
に
私
立
高
校
の
専
願･

奨
学
生
等
の
入
試
が
行
わ
れ

ま
す
。
毎
年
多
く
の
中
学
生

が
こ
の
試
験
を
受
け
ま
す
。
そ

の
次
は
二
月
初
旬
に
行
わ
れ

る
公
立
高
校
の
前
期
選
抜
検

査
で
す
。
そ
れ
か
ら
、
二
月
中

旬
の
私
立
高
校

一
般
入
試
、

そ
し
て
、
三
月
の
公
立
高
校
後

期
選
抜
検
査
と
続
い
て
い
き

ま
す
。
三
年
生
に
と
っ
て
は
人

生
初
の
厳
し
い
冬
に
な
り
ま

す
ね
。 

頑
張
れ
三
年
生
諸
君
！ 

【 １ 日 目 】  
三 角 中 → 熊 本 駅 → 新 大 阪 駅 → 海 遊 館 → 祇 園 花 月 → ホ テ ル

(京 都 ) 
【 ２ 日 目 】  

ホ テ ル →  京  都  市  内  班  別  行  動  → ホ テ ル  
【 ３ 日 目 】  

京 都 → 薬 師 寺 → 奈 良 公 園 → 新 大 阪 駅 → 熊 本 駅 → → 学 校  
 

早

い
も

の
で
今
年

も
残

す
と

こ
ろ

一
ヶ
月
と
な

り

ま

し
た
。

こ
れ
ま

で
に
大

き
な
事
故
や
事
件

に
巻

き

込
ま
れ

る

こ
と
な
く
、
生

徒
が

元
気

に
登
校
す

る
姿

を
、
毎

日
校
門

で
見

る

こ

と
が
出
来

る

こ
と
を
大
変

嬉

し
く
思

い
ま
す
。 

ま
た
、
ご

承
知

の
よ
う

に
イ

ン
フ
ル

エ
ン
ザ

を

は

じ
め
、
感
染
症

が
流
行

の

兆

し
を
見
せ
る
時
期
と
な

り
ま

し
た
が
、
自

己
管

理

を
徹
底

し
早
朝

の
ラ

ン

ニ

ン
グ
や
ボ

ラ

ン
テ

ィ
ア
活

動
、
学
習
や
学
校
行
事
、
各

部
活
動

に

一
生
懸
命

頑
張

っ
て

い
る
生
徒

の
姿

を
見

て
、
う
れ
し
さ
と
共
に
、
保

護
者
や

地
域

の
皆
様
方

の

温
か

い
ご
支
援
、
ご
協

力

準

備

を
進

め

て

い
ま
す
。

更

に
、

一
年

生

で
は
生
徒

会

役

員

選

挙

に

立

候

補

し
、

次

年
度

の
学

校

の
中

核

を
担

う
自
覚

が
芽

生
え

て
き

て

い
ま
す
。

こ
れ
ら

の
こ
と

か
ら

三
角

中
学

校

の
今

後

の
飛
躍
が
大

い
に

期
待
さ
れ
ま
す
。 

 

次

に
、

十

一
月

十

六

日

（
金

）

に
行

わ

れ

た
宇
城

地

区
中
学

校
音
楽

会

に
出

席

し
た
、

私

の
感

想

を
述

べ
た

い
と
思

い
ま
す
。

十

月

の
校
内

文

化
祭

で
代

表

権

を
獲
得

し
た
、

三
角

中

三
年

一
組

が
午

後

の
四
番

目

に

登

場

い

た

し

ま

し

た
。

合

唱

で

「
大

切
な

も

の
」

「
友

～

旅

立

ち

の
時

～
」

を
全

員

で
熱

唱

し

て

く

れ
ま

し
た
。

聞

い
て

い

た
私

は
、
胸

に
熱

く
な

る

も

の
を
感

じ
大

き
な
感

動

を
覚

え

ま

し
た
。

文

化
祭

が
終

わ

っ
た
直

後

か
ら

朝

校
長 

大
槻 

晋 

の
賜

と
、

心

か
ら
感

謝

申

し
上
げ

ま
す
。

こ
れ
ら

の

こ
と

か
ら

、

三
角

中

生

徒

の
素

直

さ
や

勤

勉

さ

を
改

め
て
実
感

し
て
い
ま
す
。 

さ

て
、
今
学
校

で
は
、
三

年

生

は
共

通

テ

ス
ト

の
第

二
回
が
終

了

し
、

い
よ

い

よ
進

路

決

定

に
向

け
、

大

切
な
時

期

を
迎

え

て

い
ま

す
。

十

二
月

の
三
者

面
談

に
向

け

て
自

分

の
可
能

性

を
最

大

限

発
揮

す

る
環
境

を
思
案

し
な

が

ら

、

担

任

と

共

に
事

前

の
準

備

を

し

っ
か

り

と

行

っ

て

い

ま

す
。
ま
た
、
二
年
生

は
生
徒

会

役

員

選
挙

が
実

施

さ

れ

新

三
役

が
確

定

し
、
新

執

行

部

の
組

閣

に
取

り
組

み

な

が

ら

、

十

二
月

の
修

学

旅

行

に
向

け

て
も
着

実

に

や
昼
、
放
課
後

に
、
三
年
生

が

時

間

を

見

つ
け
練

習

し

て

い
る
姿

を

目

の
当

た

り

に
し
、
そ

の
こ
と

で
感
動
を

覚

え

た

と

確

信

し

て

い
ま

す
。
ま
た
、
午
後

の
十
番
目

に

登

場

し

た

本

校

吹

奏

楽

部
も
、
少
人
数
な
が
ら

「
カ

ジ

ュ
ア

ル

マ
ー
チ
」

「
シ
ン

デ

レ
ラ
ガ
ー

ル
」
を
、
テ

ン

ポ

よ

く

一
人

一
人

の
負

担

が
大
き

い
中

で
、
立
派
に
演

奏

し
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
れ

も
、
日
頃
か
ら
少
人
数

で
も

や

れ

る

と

い
う

信

念

の
も

と

に
努

力

し

て
き

た
成

果

だ
と
思

い
ま
す
。
『
練
習

は

嘘
を

つ
か
な

い
』
と

い
う
言

葉
が
あ
る
よ
う

に
、
こ
れ
か

ら

も

各

自

の
目

標

に
向

か

っ
て

「
日

々
努
力
」
を
継
続

し
て
い

っ
て
く
だ
さ

い
。 

最
後

に
な
り
ま
し
た
が
、

今
後
と
も
、
ご
期
待

に
添
え

る

よ

う

日

々
努

力

い
た

し

ま
す

の
で
、
な
お

一
層

の
御

支
援
ご
協
力
を
、
賜
り
ま
す

よ
う

お

願

い
し
挨

拶

と

い

た
し
ま
す
。 

こ

の
す

ば

ら

し

い
勢

い
を
、
今
度
は
受
験

に
向

け

て
ほ

し

い
と

期

待

し

て
い
ま
す
。 

 

 


